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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月30日(2016.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式１

【化１】

の化合物の調製方法であって、
　（Ａ）式２

【化２】

（式中、Ｒ１はＣ１～Ｃ４アルキルである）
の化合物を、式３
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【化３】

の化合物と、式４
　Ａｌ（Ｒ２ａ）（Ｒ２ｂ）（Ｒ２ｃ）　４
（式中、Ｒ２ａ、Ｒ２ｂおよびＲ２ｃは各々独立して、Ｈ、ＣｌまたはＣ１～Ｃ４アルキ
ルである）
の少なくとも１種のアルミニウム試薬とに、不活性溶剤の存在下に接触させて第１の反応
生成物を形成するステップ、
　（Ｂ）前記第１の反応生成物をＣ１～Ｃ４アルカノールに接触させて第２の反応生成物
を形成するステップ、および
　（Ｃ）前記第２の反応生成物を水とプロトン酸とに接触させて前記式１の化合物を得る
ステップ
を含む方法。
【請求項２】
　前記式４の少なくとも１種のアルミニウム試薬がＣｌＡｌ（ＣＨ２ＣＨ３）２を含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記不活性溶剤が、Ｃ１～Ｃ６ハロアルカン、ハロゲン化ベンゼンおよびＣ７～Ｃ１０

芳香族炭化水素からなる群から選択される１種以上の溶剤を含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
　前記不活性溶剤がトルエンを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　ステップ（Ｂ）において、前記Ｃ１～Ｃ４アルカノールが、メタノール、エタノール、
ｎ－プロパノール、イソ－プロパノール、ｎ－ブタノール、イソ－ブタノールおよびｓｅ
ｃ－ブタノールからなる群から選択される１種以上のアルカノールを含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　ステップ（Ｂ）において、前記Ｃ１～Ｃ４アルカノールがイソ－プロパノールを含む、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ステップ（Ｂ）において、温度が２０～８０℃の範囲内である、請求項１に記載の方法
。
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